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猫と過ごす時間は
無駄にはならない

- Sigmund Freud Hideo Joho
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体⾝ 知
と

和気藹々寡黙な雰囲気

⾯倒⾒がいい放任主義

多いゼミ・イベントが少ない

●

●

●

⾝体知・実践知・暗黙知・アート表現
熟達・感性開拓・メタ認知・⾃⼰実現

ウェルビーイング・マインドフルネス・観想教育
システム思考・エコロジカル・共鳴・場づくり
質的研究・混合⽅法研究・⼀⼈称研究・オート

エスノグラフィー・アートベースリサーチ
⼈とAIの認知的インタラクションデザイン

キーワード

ゼミ合宿�2024＠河⼝湖

特徴
研究者（学⽣）⾃らが、⾝体的実践を
継続して主体的に取り組み、得られた
経験の分析を通して、体験的な理解と
共に知恵を体現する存在になることを
⽬指し社会還元します。

KLiS21⽣の独断グラフ

卒論ゼミ：週１回�2.5時間
⼀般ゼミ：週１回�2.5時間
個別打ち合わせ（任意）

ゼミの進め⽅



本研究室ではからだを通じたアート表現
によりからだとこころを観察します。
アート経験の有無は問いません。アート
に興味がある⼈、ない⼈に関わらず、
⾃分⾃⾝について深く研究をしたい⽅は
説明会にお越しください。

表 現
術芸

エコロジカルアプローチがサッカー中学⼥⼦選⼿の1stタッチに与える影響
ワイン提供サービスに�おけるコミュニケーションの暗黙知
サッカーの対⼈間合いにおける「虚」と「実」
⽔彩・油絵の反美学的表現による⽣きる探究
共鳴体験による⾳楽合奏の間合い体得⽀援システム

Webpage @MatsubaLab2024

松原研説明会（途中⼊退室可）
10/11�13:00〜
10/16�13:00〜→10:30-12:15
会場等�詳細はWebpage・SNSへ

研究テーマ例

学びの場をみんなと創れる⼈
⾃分のフィールドを探求する⼈
からだを動かすのが好きな⼈

こんな⼈待ってます



メディア心理学研究室の紹介

 本研究室では，現在以下のような研究を進めていますが，これらに限定されずに，コミュニケ

ーションとメディアに興味・関心のある方を歓迎します。なお，本研究室は人を対象にする研究

するため，フットワークが軽く，人間嫌いではない方を優先して受入れます。 

・教員：叶 少瑜   Email: shaoyu@slis.tsukuba.ac.jp 

・研究室 教員：7D206号室  学生：ユニオン 303-1 

・ゼミ指導：全体ゼミによる進捗報告と共に，必要に応じて個人指導

による指導も行います。ゼミは対面とオンラインで併用

します 

★研究内容：主にメディア心理学のアプローチから，対人コミュニケ

ーションにおけるメディア使用の影響を究明するため，

主として量的調査法と実験法を用います。 

★研究に対する捉え方：料理することと同じだと思っています(笑)。

2016年度卒論生渋木さんが

学会発表にて優秀賞受賞 

2016年度卒論生内田さんが

学群長受賞 

【メディア使用と心身の健康】 

メディアの多用が心身の健康に多く面

で負の影響をもたらすことが明らかにな

っています。しかし，COVID-19等により

人々が必然的にメディアを多用する生活

様式になり，如何にすれば心身の健康を

保つことができるのか，日本を中心に，

香港等との国際比較研究を通じて究明し

ています。ぜひやってみませんが？ 

【Before/Withコロナと社会的適応】 

「モバイル×ソーシャル時代」時代に

おいて， COVID-19 の影響で変わった生

活様式や対人関係が如何に我々の社会的

適応と関係するのかは最近の研究課題と

して進めています。また，Twitter等が

自殺幇助のツールとして使われた事例か

ら，若年層の不適切なメディア使用を防

ぐことができるか非常に重要だと考えま

す。ぜひ一緒に検討しましょう！ 

【SNSと居場所づくり】 

ここ 10 数年間は新しい SNS の登場

によりコミュニケーション行動が大

きく変化してきました。例えば，

Discord は海外では主にゲームをプレ

ーするために使われるが，日本の若年

層が友人との連絡ツールとして使用

し，心理的な繋がりを保とうとしま

す。それはオンラインコミュニティが

家庭や学校と異なる居場所になる可

能性があるのか探ってみませんか？ 
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yohei@slis.tsukuba.ac.jp

Twitter
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MEMBERS

7D340

Koizumi@slis.tsukuba.ac.jp



Eduard BARYSHEV
7D415 1347 baryshev@slis.tsukuba.ac.jp
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Dear students, I am waiting for your coming!
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